
）

●

九
五
八
年
八
月
二
五
日
　
印
刷

九
五
八
年
九
月
一
日
　
発
行

第41巻　第5号 更学・地理学・考古学
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　一大和朝廷・皇室の支配を中心に一
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隆（27）

樹（42）

雄（59）

動 向

中鴎古学の瀾題⇔一…・………一一・・一瀟腎薩康（76）

書 評
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大会予告’獅告

史　学　研　究　会

京都大学文学部内

京
奨
≠
丈
講
書
赫
釜

煉
洋
史
研
究
会



史
学
研
究
会
大
会

予
　
告

左
の
日
程
で
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
加
禄
さ
い
ま

す
よ
う
御
案
内
申
上
げ
ま
す
。

◇
＋
輯
月
一
目
（
土
）
午
前
八
時
半
～
午
前
五
時

　
　
　
　
見
学
京
都
の
襖
絵
見
学
　
講
師
鯨
蝶
縮
灘
土
居
次
義
氏

　
　
　
　
見
学
予
定
場
所
　
智
積
院
・
建
仁
寺
（
霊
洞
院
・
禅
居
庵
）
・
大
徳
寺
（
本
坊
・
聚
光
院
・
黄
梅
院
）
・
大
覚
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
バ
ス
に
て
巡
回
）

　
　
　
　
参
加
会
費
　
　
　
三
五
〇
円
程
度

　
　
　
　
※
参
加
御
希
望
の
方
は
会
費
を
添
え
て
十
月
十
五
日
ま
で
に
御
申
込
下
さ
い
。
当
日
御
巾
込
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ

　
　
　
　
　
ん
。
な
お
都
合
に
よ
り
見
学
場
所
に
若
干
の
変
更
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
お
含
み
お
ぎ
下
さ
い
。

◇
十
醐
月
二
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

　
　
　
　
　
　
（
講
演
）
筑
前
沖
の
島
の
祭
祀
遺
跡

晩
　
餐
　
会

元
代
知
識
人
の
二
類
型

イ
ン
ド
シ
ナ
の
土
地
と
人

於於

京
都
大
学
法
経
第
五
教
室

　
　
　
九
州
大
学
教
授
　
鏡

　
　
　
京
都
大
学
教
授

　
　
　
慶
応
義
塾
大
学

　
　
　
教
　
　
　
　
授

京
大
楽
友
会
館

山

猛
氏

安
　
　
部
　
　
健
　
　
夫
氏

松
　
　
本
　
　
信
　
　
広
氏

◇
十
一
月
三
日
（
祝
）

　
　
　
読
史
会
・
東
洋
史
談
詣
会
・
西
洋
史
読
書
会
大
会
及
び
晩
餐
会

　
　
　
　
※
地
理
学
談
話
会
大
会
は
、
人
文
地
理
学
会
の
行
事
と
重
な
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
開
催
い
た
し
ま
せ
ん
。

（
備
考
）
各
大
会
の
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十
月
下
旬
次
口
写
（
四
一
巻
六
号
）
と
と
も
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
な
お
会
員
の

　
　
　
方
で
、
大
会
出
席
の
た
め
公
用
出
張
依
頼
状
の
必
要
な
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
本
会
宛
御
連
絡
下
さ
い
。

会
　
員
　
各
　
町

史

研

究

会

、
－



支
配
系
統
の
改
新
な
く
て
は
そ
の
上
に
立
つ
天
皇
支
配
の
確
立
は
不

可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
皇
室
勢
力
は
蘇
我
誹
減
後
急

転
直
下
、
自
己
の
伝
統
的
藩
屏
だ
つ
た
東
国
・
六
一
で
、
，
一
旦
の
補

強
と
一
躍
の
再
編
を
行
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
手
段
で
あ
っ

て
皇
室
支
配
組
織
の
全
国
化
運
動
で
は
な
か
ろ
う
。
天
皇
が
機
購
を

奪
回
し
続
い
て
朝
廷
支
配
組
織
の
全
国
的
拡
大
を
意
味
す
る
改
新
詔

を
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
皇
室
と
朝
廷
と
の
地
方
組
織
が
同

質
的
で
あ
っ
た
な
ら
、
東
国
で
再
編
後
、
全
国
的
に
、
と
い
う
改
新

の
順
路
は
不
要
で
は
あ
る
ま
い
か
。
従
っ
て
蘇
我
氏
の
崩
壊
は
、
か

れ
の
主
導
す
る
組
織
の
否
定
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
一
三
の
官

僚
と
し
て
の
没
落
を
意
味
す
る
と
解
し
て
不
可
で
は
な
い
。

　
㈲
、
こ
こ
に
支
配
者
内
部
の
対
立
は
揚
棄
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
か
っ
て
の
連
合
政
権
に
占
め
た
天
皇
権
威
の
復
活
で
は
な
い
。

改
新
が
天
皇
に
よ
る
統
一
的
支
配
機
構
の
集
中
的
把
握
で
あ
る
と
こ

ろ
に
根
本
的
な
差
異
と
改
新
の
歴
史
的
意
義
が
評
価
で
き
る
と
考
え

る
。
そ
れ
は
古
代
天
皇
制
の
新
し
い
装
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う

か
。
本
稿
の
目
的
は
そ
の
歴
史
的
前
提
と
な
る
一
面
の
事
実
を
指
摘

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
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墨
研
究
会
例
会
予
告
　
　
　
　
　
　

九
月
例
会
　
九
月
二
七
日
（
土
）
午
後
一
時
出
発

　
　
臨
地
講
演
　
　
醍
醐
寺
・
法
界
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
　
上
　
野
　
照
夫
　
氏

　
　
（
参
加
会
費
一
五
〇
円
・
九
月
二
十
日
ま
で
に
会
費
を
添
え
て

　
　
御
申
込
下
さ
い
。
但
し
満
員
次
第
〆
切
）

十
月
例
会
十
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
京
大
楽
友
会
鵡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
現
代
史
の
諸
問
題

第
一
次
世
界
大
戦
と
目
塗
の
参
戦
　
　
　
井
　
　
上
　
　
　
清
　
氏

新
航
路
の
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
　
岡
　
部
　
健
　
彦
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
洋
史
は
交
渉
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
会
費
納
入
に
つ
い
て
お
願
い

最
近
会
員
各
位
の
会
費
納
入
が
目
立
っ
て
低
下
し
、
滞
納
額
が
急
増

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
会
活
動
は
重
大
な
影

響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
前
号
と
共
に
お
届
け
し
ま
し
た
「
総
　
”

謙
将
器
説
諭
撫
藩
…
驚
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

い
た
だ
き
ま
し
て
、
会
費
滞
納
の
向
に
は
歪
急
納
入
下
さ
い
ま
す
よ
　
一

－
特
に
磯
い
た
し
ま
竃
尚
又
「
轡
錘
を
禦
ム
・
の
方
々
に
…

御
推
薦
．
た
だ
歴
．
す
れ
肇
甚
。
存
2
．
究
史
学
研
究
会
～
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あ
と
が
き

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
て
、
大
戦
前
す
で
に
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン

に
お
い
て
、
議
会
主
義
と
議
会
多
数
派
結
成
へ
の
呼
び
か
け
が
は
っ
き
り
提
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
得
た
。
し
か
し
、
一
九
一
七
年
の
「
平
和
決
議
の
議

会
多
数
派
」
と
、
ワ
イ
マ
ー
ル
連
合
に
は
、
ナ
ウ
マ
ン
に
よ
っ
て
さ
ん
ざ
ん
攻

撃
さ
れ
た
中
央
党
が
、
民
主
的
陣
営
の
一
員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
閥

の
事
情
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
中
央
党
の
左
翼
に
あ
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

働
者
と
農
畏
の
意
向
を
代
弁
し
た
エ
ル
ッ
ベ
ル
ガ
ー
の
指
導
力
が
、
中
央
党
を

左
旋
回
さ
せ
た
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
ま
た
、
社
会
民
主
党
が
、

中
央
党
や
左
翼
自
由
主
義
政
党
の
後
身
た
る
進
歩
人
民
党
、
．
の
ち
に
は
ナ
ウ
マ

ン
を
そ
の
総
裁
と
仰
い
だ
民
主
党
と
提
携
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
帝
政
の
廃

止
す
ら
肯
ん
じ
な
か
っ
た
程
既
成
秩
序
に
忠
実
で
あ
っ
た
エ
ー
ベ
ル
ト
の
よ
う

な
人
物
が
社
会
民
主
党
の
指
導
者
と
な
っ
た
こ
と
が
、
一
般
的
な
修
正
主
義
の

流
れ
と
と
も
に
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
意
昧
で
は
、

社
会
民
主
党
は
、
ナ
ウ
マ
ン
の
望
ん
だ
路
線
ま
で
右
傾
し
て
、
ナ
ウ
マ
ン
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

張
通
り
に
國
民
的
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
も
か
く
「
バ
ッ
サ
ー
マ
ン
か
ら

べ
ー
ベ
ル
ま
で
」
の
よ
び
か
け
か
ら
、
ワ
イ
呵
、
i
ル
三
三
に
お
け
る
そ
の
事
実

上
の
実
現
ま
で
の
推
移
を
た
ど
る
た
め
に
は
、
よ
り
詳
し
い
政
治
史
的
と
り
扱

い
を
必
要
と
す
る
。
こ
こ
で
鳳
、
ナ
ウ
マ
ン
の
こ
の
よ
う
な
主
張
の
成
立
事
情

を
一
通
り
た
ず
ね
終
え
た
と
こ
ろ
で
筆
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
即
。
ω
窪
9
お
”
9
．
勲
ρ
G
り
・
に
。
。
6

②
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
二
毛
彗
き
質
鴻
。
箆
Φ
σ
q
σ
q
㊦
び
○
δ
α
①
裳
ω
o
げ
㊦

　
ω
o
N
貯
置
Φ
日
。
貯
量
鼠
Φ
亘
誹
自
α
Φ
邑
昌
鋤
寓
。
昌
巴
Φ
ω
3
㌶
℃
H
O
。
刈
O
1
6
b
⊃
O
．
δ
㎝
①

　
及
び
、
三
井
修
治
「
社
会
主
義
と
国
民
主
義
」
鹿
児
島
大
学
文
科
報
告
第

　
ぬ
ハ
聞
万
、
　
昭
和
一
二
十
二
盆
丁
参
照
。

執
筆
者
　
紹
．
介

八
　
木

充

海
野
　
一
　
隆

三
　
宅
　
正
　
樹

谷
　
川
　
道
　
動

水
　
野
　
清
　
一

コ

口

隆
康
．

上
横
手
雅
敬

京
都
大
学
大
学
院
学
生

大
阪
学
芸
大
学
助
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生

名
古
屋
大
学
助
手

京
都
大
学
教
授

京
都
大
内
助
教
授

京
都
大
三
三
師

　nv
tvsAwh－

　
淋
　
～L
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角

騨
卜
「
．
，

人

物

叢
書

・九月発売・

日
本
歴
史
学
会
編
集

　
人
物
叢
書
は
、
編
集
、
校
正
等
を
あ
く

売
ま
で
入
念
に
し
、
最
善
を
期
し
ま
す
た

　
め
に
、
発
行
を
延
期
し
て
ま
い
り
ま
し

　
・
た
が
、
い
よ
い
よ
新
秋
九
月
を
期
し
て

発　
左
の
五
冊
を
発
売
い
た
し
ま
す
。

坪西鴻近明
内郷輔智

道疇奮光

遥盛門門秀

高
柳
光
寿

　
二
一
二
〇
円

河
竹
繁
俊

　
　
一
八
○
円

宮
本
又
次

　
　
二
一
〇
円

田
中
惣
五
郎

　
　
二
四
〇
円

大
村
弘
毅

　
　
二
三
〇
円

学
界
総
動
員
の
陣
容
・
・
全
一
二
〇
〇
冊
／

瓢樽町吉川弘文館霧購

R噛癖v瓢、、　藩

中Z中北南二憐　界
　　　　　　　ンリー編集一国リ欧三思
　　　　　　　　　　　　　各　カ　　　アツスス
　　　　　　　　　大．野真：弓
史書史史史史史史史井上幸治

垂響動華蓉魂鷲国

1三無環霧書
毛欧集孫麟全
甕史憎憎白票欝志

llll藻1讐巻

難糊山川出版社騨講

雪

編
集
後
記

　
こ
と
し
の
夏
は
き
び
し
い
署
さ
で
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
お
元
気
に

て
そ
れ
ぞ
れ
み
の
り
多
い
休
暇
を
す
ご
さ
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
難

航
し
て
お
り
ま
し
た
本
号
の
編
集
も
よ
う
や
く
お
わ
り
皆
様
に
お
と
ど
け
す
る

は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
前
号
で
お
こ
と
わ
り
し
ま
し
た
よ
う
に
、
谷
川

氏
の
諭
文
は
3
号
に
引
続
い
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
編
集
上

の
都
合
か
ら
不
本
意
な
が
ら
本
号
に
掲
載
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ

に
筆
者
な
ら
び
に
会
員
各
位
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
わ
び
申
上
げ

ま
す
。

　
頁
数
不
足
は
も
は
や
最
後
的
な
段
階
に
ま
で
た
ち
至
り
ま
し
た
が
、
来
年
か

ら
は
共
体
的
に
は
未
決
定
な
が
ら
増
頁
の
計
画
も
立
て
て
お
り
ま
す
の
で
、
会

員
各
位
の
御
寄
稿
に
よ
っ
て
な
お
い
っ
そ
う
本
誌
が
充
実
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
地
味
な
が
ら
、

充
実
し
た
内
容
の
本

号
を
無
事
に
皆
様
の

爽
涼
の
灯
下
に
お
送

り
す
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　
　
（
押
野
昭
生
）

蕪
M
雛
塑
五
趣
　
定
価
百
円

　
吏
林
（
第
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